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調べた。	 う見地から次の観察を行った。
硬塞直後の虚脱時にアドレナ:!J:Yを使うことは一 材料;我々の教室の 1951.-. 1955年の間の子宮頚

応正しいが，重大な心筋障害のある時は尋常の時の 癌入院患者715例を試切例，手術可能例，手術不能

心拍反応を示さなし、。ネオシネジシも血圧を上昇さ 例の三群に分けた。
 
せるが，時点により，かなり作用がちがう。ピタカ 1. 手術可能率;全例中試切例 7.3%，手術可能

こ/7ァーは全く効果がなし、。テラプチクでも昇圧， 例は 27.5%であり 65.2%，即ち 2/3は手術不能の癌

並びに呼吸強盛作用はあるが，アドレナリンと全く であった。
 
ちがった作用を示す。テラプチクには，比較的に満 2. 出血;之を訴えて来院したものの 5.8%のみ

足すべきところがあるが，反動作用やj反覆注射の が試切により癌と決定， 25.4%が手術可能例，残り

さいに重大な障ー宮のくることがある。結局呼吸を強 の 68.8%が手術不能例であった。
 
盛にし，血管の緊張をたかめる薬剤が適している 3. 疹痛;之を訴えて来院した者の中 72.9%が

が，使用には量及び時期を，充分注意しなければな 既に手術不能の時期にあった。
 
らない。 4. 帯下;之を訴えて来院した者の中 68.3%が

既に手術不能の時期にあった。 
12. 循翠動態よりみた血圧受容神経反射
5， 健康診断;何等の主訴なく癌に対する健康診
(いあゆる抗アドレタ・'シ剤を中心に〉	 断の目的で来院した婦人の中 2名に極めて早期の癌
稲垣義明，井原博，高橋皆、 を発見した。
三好 蛤，竹 l希信輝， (第二内科〉 結論:子宮頚癌に於ける出血，帯下，疹痛の三徴
イソミタール・イヌを用いて，抗アドレナリ y斉u候は何れも早期発見の動因としての価値は低<，結
の薬力学並びに，同剤使用前後の Vasomotertonus 局，一般婦人の癌への認識を高め，その定期的健康
'を Heringの第E点刺激を被みて観察した。その 診断のみが早期発見への道であると信ずる。 
際 Wezler-Boger法により， 循環因子の蛮動も調 14. P. M. H.軟膏による糸状菌病治験
ベた。 1)いわゆる抗ア剤を，末梢性作用の強いも
阿部浩次，島崎淳
の(レギチ人ヨヒンピ:Y)アの昇圧抑制度は小さ
し中枢性作用がより多いもの (D.H. K.，CCK 
(皮膚泌尿器科〉 
179，グロール・プロマジシ〉使い方によってはア逆 近年日癖治療剤として各種の合成物質及び抗生物
反応を呈するもの(アプレゾ Pン，プ Pスコル〉に 質が出現し，その基礎実験及び臨床効果に関しては
分ける得ることを示した。 2)Ausgangstonusanl・ 枚挙にいとまない。 
age別に， Hering第E点刺激による昇圧時の循環 我々は，中山太陽堂化学研究所の合成品たる 2・ヒ
因子斐化を調べ，薬物によって， Ausgangstonusa‘ ドロキシン， 2'プェニ{ノレマーキユリヒドロキシ戸 
nlageかどのように愛るかということを見た上で， 3，5，6・3'5' 6'ヘキサグロロヂフェニ{ノレメタ Y 
E点刺激の示す動態愛化の推移を観察した。抗ア剤 く以下 PMHと略す〉を用い試験管内阻止実験並び
は昇圧反射を抑制する。そこで，本反射の心効果を に臨床効果を 69名の学校集団及び当科外来患者に
抹殺し，脈管効果を残すアトロピシについても調ベ， 施行した。
血圧効果が同程度に現われるにもか Lわらず，血圧 試験管内阻止実験では各種糸状菌に対する発育阻
を構成する因子に格段の差があることを知った。 止は 10万倍以上であり，殊に Trichophytonに対 
しては 200--400万倍であった。 
13. 子宮頚癌患者の受診の国主なりじ主訴に PMH 0.2%含有の軟膏を用いた臨床効果は著効
。いて 例は汗庖状白癖68%， 71<庖性斑状白癖75%，頭部
田中 穣，戸賀崎義治 白鷹67%，駿風 93%を示し平均75%であった。
鈴木 治， (産婦人科〉 此の成績は従来の抗白癖舟j中一流と認められる他
の薬剤による効果を更に上図るものである。
緒論:我々の教室を訪れる頚癌患者の大部分は治

療の時期を失している。よって子宮癌の諸徴候か，

その早期発見の動因として何程の価値があるかと云

l
